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「イギリス賃労働形成に関する史的研究」要旨
　賃労働形成の史的研究は，資本形成とともに，その国の近代資本主義形成過程を解明するための重要な
課題を担うものといえよう。それにもかかわらず，経済史学においては，資本の歴史的分析にのみ視点が
おかれ，資本主義の基礎範疇として賃労働についての歴史的研究はいちじるしく立ちおくれていたように
思われる。いままでの賃労働形成の研究は，社会政策史，あるいは労働運動史の領域において，とくに社
会政策的アプローチによって研究されてきた。それがために，イギリスにおける賃労働形成の分析視点
が，15世紀後半から産業革命までの資本のための「労働力」政策に重点がおかれ，賃労働自体のもつ歴史
的分析はほとんど無視されていたのではないだろうか。
　一般に，近代賃労働者の形成は，封建家臣団の崩壊，中世ギルドの分解および農民層の階級分解によっ
てもたらされるが，その中核をなすものはいうまでもなく農民層の階級分解である。そして，この課題を
解明する鍵は，イギリスにおいては，農奴解放後の封建制解体過程において顕著な活躍を示しはじめた自
由で自営な農民「ヨーマン」（yeoman）層の歴史的運命を追求することによってあたえられるであろう。
　そこで，この研究では，ヨーマン層の衰退過程を中心に封建制から資本制への移行，いわゆる資本の本
源的蓄積過程のなかで，これを体系的に把握しようとつとめた。このような分析視角にたって，はじめ
て，本源的蓄積の前提としての封建的小生産様式に貫ぬかれているヨーマンの崩壊過程が，法則的に理解
されるのではないだろうか。
　また，第6章では，とくに前期的資本の資本蓄積の一つの形態として，イングランド銀行設立前に活躍
した前期的資本としての金匠（高利貸付資本）をとりあげ，かれらがどのようにして貨幣財産を集積して
いったかについて考察した。さらにすすんで，イソグランド銀行がピール条令（Pee1’s　Act，1844年）に
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よって近代的中央銀行に脱皮するまで，政府とロンドン商人の銀行として資本の本源的蓄積に果たした歴
史的役割について考察を試みた。なお，補論の論文は，このイギリス賃労働形成の研究をより深めるため
に，日本の歪曲された賃労働形成の形態の骨儲について述べたものである。
この研究を手がかりとして，近代資本主義形成過程の研究をさらに発展させていきたいと思う。
　論文は次の章からなっている。
第1章　ヨーマンの範疇的考察
第2章賃労働形成の原基的形態
第3章　ヨーマン衰退の歴史的動向
第4章　ヨーマソ衰滅と本源的蓄積の動向
第5章産業革命（第2次かこいこみ運動）と本源的蓄積
第6章　イングラソド銀行創設と本源的蓄積　　　　　“
補　論　日本農民分解論争史　一賃労働史研究のための一試論一
　次に，この論文の概要について順を追って示していきたいと思う。
　第1章では，ヨーマン層の基礎概念について検討し，ヨーマン層衰退一農民層分解の基本的方向を明ら
かにした。まず，ヨーマンの歴史的規定については，いままで，一般に「独立自営農民」と規定され，い
わゆる「民富」の一般的形成の担い手としての富裕な「自由土地保有農民」のみを対象とされていたこと
について，再検討することからはじめた。この問題について，イギリス農奴解放過程におけるヨーマン成
立の事情を究明した結果，次のような結論をえることができた。14世紀末の農奴解放以降ヨーマンと呼ば
れる農民は，　「自由土地保有農民」だけを意味するのではなく，　「慣習土地保有農民」一「登録土地保有農
民」や「短期借地保有農民」を含めた三つの範疇から構成されていることが明らかとなった。したがっ
て，ヨーマソの概念は，通常いわれているような「独立自営農民」という概念で一括するのではなく，農
奴身分から解放された分割地土地保有農民一般を示す「自営農民」と規定しなければならないだろう。
　次に，ヨーマンの経済的規定においては，自営農民のつくりだす剰余生産物の価格とかれらの地代がど
のような法則にもとついて決定されるかを検討した。その結果，その価格は，本来的な費用を控除したの
ち自分自身に支払う労賃によって決定されること，一方地代は，競争地代あるいは搾取地代の形態によっ
て，かれらの必要労働部分に食いこむまで高められることが明らかとなった。
　このような分析から，第1章では，自営農民としてのヨーマン層が，封建的生産様式の解体期に固有な
小生産農民として，かれらの歩むべき歴史的方向が，それ自身のもつ必然的崩壊法則によって導かれなが
ら，範疇的に近代賃労働者に転化していくかを理論的に整理したものである。
　第2章では，14・5世紀の自営農民の一般的成立期といわれるなかで，賃労働形成の原基的形態が示さ
れていることを明らかにした。
　まず，はじめに，中世紀の雇用労働一般と賃労働の本質的相違点を明らかにし，賃労働生成の基盤を，
貨幣地代の急速な移行のなかで生じた農民層の階層分化と急速に発展した羊毛工業の発展のもとでの農奴
的隷属および同職組合的強制からの解放過程にもとめ，考察した。その分析から，賃労働形成の視角にお
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いていままで無視されていたこの時期が，15世紀後半から本格的にはじまる資本の本源的蓄積の培養期と
して，すなわち，この過程が本源的蓄積に必要な諸条件を準備し予告する過程として重要な時期であるこ
とを明らかにした。
　第3章では，第1次かこいこみ運動過程と市民革命の土地変革過程におけるヨーマン衰退の歴史的動向
を考察した。この過程を検討した結果，次のようなことがらを明らかにすることができた。第1に，第1
次かこいこみ運動におけるヨーマン層の衰退が，農民相互のかこいこみによる農民層の両極分解の結果で
はなく，地主のかこいこみによる暴力的土地収奪によってもたらされ，とくにその収奪が法的土地保有権
をもたない慣習的土地保有農民を中心とした下層のヨーマンにむけられたこと。第2に，この過程におけ
るヨーマソ衰退による賃労働形成の方向が，しだいに近代的賃労働者へと転化する歴史的転換点をなして
はいたが，土地との結合関係のなかで一般化され，資本による労働の包摂を歪め，制約していたこと。第
3に，市民革命の土地変革過程において革命の推進勢力として闘ったヨーマン階級が，護民官制から王政
復古にいたるイギリス革命の特殊な階級配置（地主と初期ブルジョア階級の妥協）による地主的土地所有
体系の確立のなかで，農民的土地変革を抑圧され，没落への過程をたどる結果となったこと。したがっ
て，これがもたらす必然的結果として，ヨーマン層衰退の方向が地主的土地変革（地主的土地清掃の基
盤）によって決定的なものとなったのである。
　第4章では，ヨーマン衰滅を決定づけた市民革命における地主的土地変革の影響が，具体的にどのよう
な形態でいつ頃あらわれたかについて考察した。ヨーマン衰退の問題については，とくにその時期をめぐ
っていまなお論争され，その帰結をみていない状態である。そこで，まず本章では，この論争の問題点を
整理しながら，その時期が王政復古体制下での1670年の穀物法の改正（農業の3分割制）を契機として進
行する第2次かこいこみの過程にもとめることの妥当性を明らかにした。次に，ヨーマン層の衰滅と本源
的蓄積の関係については，ヨーマンの衰滅が，自営農民としての正常的形態の消失を意味するのであっ
て，それが決して賃労働老への方向を直線的に示すものではなく，第1次かこいこみ運動→ヨーマン衰退
＝＝C意借地農転落→第2次かこいこみ運動→ヨーマン衰滅一任意借地農衰滅一賃労働者への陶冶という過
程のなかで示されることを明らかにした。したがって，このような論旨によってはじめて，ヨーマン衰滅
の問題が，農業革命・ヨーマン衰滅・本源的蓄積という三位一体の関係を一貫した論理で貫ぬくことがで
きるであろう。
　第5章では，自営農民から任意借地農民や小屋住農へと転落した農民が，最後の物質的基盤である共同
地の用益権さえ奪われていく第2次かこいこみ運動過程を理論的・実証的に考察した。理論的分析として
は，とくにこの段階での本源的蓄積政策一重商主義体系との関連のなかで，これを体系的に把握しようと
した。そして，これを裏づける実証的研究として第2次かこいこみ運動の実態を分析し，その結果，一般
に「第2次かこいこみ運動」と「産業革命」の終期とされる1830年代から40年代にかけて，農民の離村に
ともなう賃労働者への最終的移行を実証的にも明らかにすることができた。さらに，この過程が同時に，
1834年の旧労働規定の破棄，44年の工場法の制定，46年の穀物法撤廃，49年の航海条令の撤廃という一連
の重商主義政策から資本主i義的政策の転換期であることをも立証することができた。
一21一
　以上，この章では，ヨーマン層の最終的な近代賃労働者への陶冶が，第2次かこいこみ運動を一環とし
て進められる産業革命を媒介として最終的に完遂されることを明らかにしたものである。
　第6章では，イソグラソド銀行が果した本源的蓄積の歴史的役割について考察した。そこでは，まず，
イソグラソド銀行創設のための先駆的役割を果した外国商人と金匠の活動と貨幣財産集積の動向を究明
し，銀行成立過程における側面をみいだすことからはじめた。次は，イングラソド銀行がピー’レ条令によ
って近代的中央銀行に脱皮するまで，政府とロンドソの特権商人の銀行としての役割を果しながら，本源
的蓄積の強力な桓粁である公債制度，租税制度を整備していく過程を明らかにした。とくに，この章にお
いては，イングランド銀行が政府の本源的蓄積政策の遂行に果した機能と歴史的意義を中心に分析した。
　補論では，イギリスの賃労働形成の問題をより明らかにするため，日本における賃労働形成の特質につ
いて分析したものである。とくに，賃労働形成を農民分解に視点をおき，これをめぐる主要な見解を検討
しながら，日本における賃労働形成の歪曲された形態について明らかにした。
審　査　結　果　の　要　旨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（主査）春日井薫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（副　査）　　小　　牧　　正　　道
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（副　査）　　田　　中　　豊　　喜
　この論文は，賃労働の形成過程を，資本主義の古典的発展を示したイギリスについて，その代表的な研
究書および最近の論潮を検討しながら追求したものである。従来，経済史的研究は主として資本形成に力
点を置き，賃労働に関しては社会政策的アプローチや労働運動史に傾むく傾向が強かったのに対して，賃
労働自体を資本の本源的蓄積との関連で歴史的にとらえ，特に，yeomanの衰退過程とその賃労働者への
転化を詳細に検討している。
　論文は本論文および補論から成っている。
　本論文の主要な内容およびその要旨は次のとおりである。
　第1　yeomanの範疇的考察
　賃労働の形成過程を農民分解からとらえるために，イギリスyeomanの位置・範囲・性格等に関する
論争を整理しつつ，その歴史的・経済的規程を行なっている。そして，yeomanの主柱をcopyholdersに
求め，freeholdersおよびleaseholdersをその周辺に配置している点に特徴をもっている。
　第2　賃労働形成の原基的形態
　賃労働の形成過程を無産貧民の創出過程としてでなく，賃労働者の生成過程としてとられるために，雇
用労働一般とは区別すべき賃労働の本質を明らかにしようとしている。
　このため，農業および手工業における中世紀の雇用労働を検討して，それが賃労働とは異なることを主
張し，賃労働の生成を農奴的隷属および同職組合的強制からの解放過程に求めている。
　第3　yeoman衰退の歴史的動向
　第1次かこいこみ運動の時期，市民革命期におけるyeomanの衰退をgentryとの対抗関係でとらえ
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ながら，かこいこみ反対運動におけるyeomanの動向，市民革命にともなう土地変革に伴なうyeoman
の動向を検討している。
　第4　yeoma　n衰滅と本源的蓄積の動向
　yeOman衰滅の時期をめぐる論争を整理しつつ，第17世紀後半ないし18世紀中葉にその時期を置くこと
の妥当性を明らかにし，農業革命・yeOman衰滅・資本の本源的蓄積を三位一体関係でとらえる一貫した
論理の必要と必然性とを主張している。
　第5　産業革命（第2次かこいこみ運動）と本源的蓄積
　産業革命の一環として第2次かこいこみ運動にもとつく農業革命をとらえ，賃労働者階級の形成過程も
この段階で完成されることを明らかにし，この観点から，重商主義政策に代表される資本の本源的蓄積過
程を整理している。特に，第2次かこいこみ運動の詳細な検討を通して，農民の賃労働老への最終的移行
の問題を究明しようとつとめている。
　第6　イソグランド銀行創設と本源的蓄積
　イギリスにおける資本の本源的蓄積の槙粁としてイングランド銀行の創設過程を検討し，前期的信用が
近代的信用に代置され，名誉革命以後の政府の重商主義政策の遂行に果した機能と意義とを明らかにして
いるo
　第7　補論，日本農民分解論争史
　農民分解から賃労働の形成過程をとらえるという見地から，日本の賃労働形成史の端緒として日本の農
民分解を検討したものである。日本の農民分解をめぐる主要な見解を，寄生地主対小作農という崎型的分
解論（半封建的固定論），農民のプロレタリァート化（一般的法則貫徹論），中農標準化傾向論等を検討し
て日本における賃労働形成の特質におよんでいる。
　これらの一連の本論文および補論を通観するに，その参照した文献も主要な権威あるものを適切に使用
し，その着眼したところおよびその究明の方法も充分傾聴すべきものがあり，その結論もまた概して妥当
である。もちろん，なお多少の不備を含んでおり，審査委員は次の諸点を指摘しなければならない。
1．萌芽的な賃労働形態をさらに詳細に検討することによって範疇としての賃労働および賃労働者階級と
　の差異・関連を究明することが望ましい。
2・gentryに関する本質・地位・機能をさらに明らかにすることが望ましく，それによって，　yeoman
　の本質およびその賃労働への転化過程も十分明らかになるであろう。
3．craft　guildの解体過程，徒弟条例，賃労働形成期の労働政策等をいっそう研究することによって，
　賃労働形成過程の全貌が明らかにされなけれぽならない。
4．　イソグランド銀行の創設は地方銀行との関連においてもとらえられなければ，その時期の資本蓄積・
　形成の問題は十分明らかにならず，したがって，農民の賃労働者化にはたした榎粁としての機能も明確
　にならない。この方面の研究を今後に期待したい。
5．補論における日本の農民分解に関する論争整理は，これを手がかりとして，今後研究を深め，日本に
　おける賃労働形成史の大成を期待したい。
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6．　論文全体にわたって，文献の引用照合に急であり，その研究態度および論述における良心は十分尊重
　されるのであるが，さらに自己の論旨を積極的に展開することも必要であろう。
　以上の諸点についてなお多少の不備はあるにしても，これらの諸問題は，従来研究者の間でも結論の一
致をみず，また，なお十分には解明されない幾多の問題を内包している。この困難な分野の研究における
労作としてこの論文を評価することができる。
　よって，この論文は商学博士の学位を授与するに足るものと判定する。
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